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近年、エクソソームを介した細胞間コミュニケーションが「がんの転移」「神経疾患」「免疫疾

患」などの多くの疾病の発生・進展に深く関わることが明らかになりつつある。これに伴い、「エ

クソソーム診断」や「エクソソーム治療」などのエクソソームを軸とした「エクソソーム医療」

の誕生への期待が高まり、既に欧米を中心に免疫分野や再生医療分野において、エクソソームを

用いた治験も始まっている。一方で、直径が数 10～100 nmで不均質な粒子集団の計測や操作は容

易でなく、将来のエクソソーム医療の信頼性や安全性、標準化を支えうる基盤技術の構築が求め

られている。 

例えば、ナノ粒子のサイズ測定では動的光散乱法が広く用いられているが、これは個々の粒子

を測定するのではなく、粒子集団にレーザー光を照射し、粒子のブラウン運動に起因して生じる

散乱光強度の時間的揺らぎ変動の自己相関関数を測定し、その解析により粒子径の分布を取得す

る。しかし、このように信号の総和を一度取得した後で数学的に分離を行う手法では、一般に試

料の多分散性が増すほど計測結果の信頼性が損なわれる。1 粒子計測はこのような問題を回避で

きるが、数 10 nmの微小粒子を検出・操作する技術面での難易度が高く、新たなブレークスルー

が必要である。そこで、我々はマイクロ流体デバイスやアレイチップ等のバイオデバイス技術を

応用し、エクソソームの 1 粒子計測を可能にするプラットフォーム技術の開発を行っている。本

講演では、ゼータ電位計測用電気泳動チップ、ナノ粒子分離デバイス、エクソソームアレイチッ

プ等の最近の開発事例[1-4]を紹介するとともに、エクソソームの評価、分離技術の開発動向と将

来展望について論じる。 
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